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平成２３年第１回さつま町議会臨時会会議録 

 

○開会期日    平成２３年２月２２日  午前９時３０分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○会議の場所   さつま町議会議事堂 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○当日の議員の出欠は次のとおり 

出席議員（２０名） 

1 番  森 山  大  議員  2 番 東  哲 雄  議員    

3 番  麥 田  博 稔  議員  4 番 米 丸  文 武  議員   

5 番  川 口  憲 男  議員  6 番 新 改  秀 作  議員   

7 番  平八重 光輝  議員  8 番 平 田  昇  議員   

9 番  舟 倉  武 則  議員  10 番 岩 元  涼 一  議員   

11 番  内之倉 成功  議員  12 番 柏 木  幸 平  議員   

13 番  楠木園 洋一  議員  14 番 内 田  芳 博  議員   

15 番  桑 園  憲 一  議員  16 番 市 來  修  議員   

17 番  新 改  幸 一  議員  18 番 木 下  敬 子  議員   

19 番  木 下  賢 治  議員  20 番 中 尾  正 男  議員   

欠席議員（０名） 

           

           

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○出席した議会職員は次のとおり 

事 務 局 長  王子野 建男 君 議 事 係 長 中 間  博 巳  君   

議 事 係 主 幹  平木場 達郎 君 議 事 係 主 査 垣 内  浩 隆  君   

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○地方自治法第１２１条の規定による出席者は次のとおり 

町 長  日 髙  政 勝 君 教 育 長 東  修 一 君  

副 町 長  和 気  純 治 君 教 委 総 務 課 長 山 口  正 展 君  

企 画 課 長  湯 下  吉 郎 君 社 会 教 育 課 長 岩 元  義 治 君  

介護保険課長  中 村  慎 一 君 文 化 課 長 北 原  美 義 君  

健康増進課長  村 山  茂 樹 君 建 設 課 長 三 浦  広 幸 君  

総 務 課 長  紺 屋  一 幸 君 耕 地 林 業 課 長 山 口  良 一 君  

財 政 課 長  下 市  真 義 君 商 工 観 光 課 長 赤崎 敬一郎 君 

災害復興対策課長  目 床  順 司 君     

町 民 課 長  前 田  淳 三 君      

福 祉 課 長  二階堂 清一 君      
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○本日の会議に付した事件 

第 １ 会議録署名議員の指名 

第 ２ 会期の決定 

第 ３ 議案第１号 平成２２年度さつま町一般会計補正予算（第１０号） 

第 ４ 議案第２号 平成２２年度さつま町介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 
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△開  会  午前９時３０分   

○議長（中尾 正男議員）   

 おはようございます。ただいまから平成２３年第１回さつま町議会臨時会を開会します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△開  議   

○議長（中尾 正男議員）   

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、お手元に配付してある議事日程のとおりであります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第１「会議録署名議員の指名」   

○議長（中尾 正男議員）   

 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定によって、１４番、内田芳博議員及び１５番、

桑園憲一議員を指名します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第２「会期の決定」   

○議長（中尾 正男議員）   

 日程第２「会期の決定」の件を議題とします。 

 お諮りします。本臨時会の会期は、本日１日間にしたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 異議なしと認めます。よって、会期は本日１日間に決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第３「議案第１号 平成２２年度さつま町一般会計

補正予算（第１０号）」、日程第４「議案第２号 平成

２２年度さつま町介護保険事業特別会計補正予算（第

３号）」   

○議長（中尾 正男議員）   

 次は、日程第３「議案第１号 平成２２年度さつま町一般会計補正予算（第１０号）」及び日

程第４「議案第２号 平成２２年度さつま町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）」の議案

２件を一括して議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

〔町長 日髙 政勝君登壇〕 

○町長（日髙 政勝君）   

 おはようございます。 

 まず、「議案第１号 平成２２年度さつま町一般会計補正予算（第１０号）」について提案理

由の説明を申し上げます。 

 今回の補正は、国の地域活性化交付金ハード分、きめ細かな交付金１億７,４１４万円７,０００円

を活用した事業費及びソフト分、住民生活に光をそそぐ交付金３,８００万円を活用した事業費を

中心にいたしまして、企画費、保育所運営費、公園費、公債費並びにその他所要の経費を補正し

ようとするものであります。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４億３,０３７万７,０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１４０億９６５万円とするものであります。 
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 次に、「議案第２号 平成２２年度さつま町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）」につ

いてであります。 

 今回の補正は、介護認定審査会費、介護認定調査費及び基金積立金に要する経費を補正しよう

とするものであります。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４万８,０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２７億７,８９６万７,０００円とするものであります。 

 内容につきましては、それぞれ所管の課長に説明させますので、よろしく御審議くださるよう

お願いいたします。 

〔町長 日髙 政勝君降壇〕 

○財政課長（下市 真義君）   

 それでは、「議案第１号 平成２２年度さつま町一般会計補正予算（第１０号）」につきまし

て、御説明を申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○介護保険課長（中村 慎一君）   

 引き続きまして、議案第２号でございます。「平成２２年度さつま町介護保険事業特別会計補

正予算（第３号）」につきまして、内容の御説明を申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 これから質疑を行います。 

 まず、議案第１号に関する質疑はありませんか。 

○米丸 文武議員   

 きめ細かな交付金事業ということで、大変町にとりましてもありがたい事業であるわけでござ

いますが、このきめ細かな交付金事業の計画の中で２点ほどお聞きしてみたいのでございますが、

まず、１０款１項の文化施設整備事業の中で、薩摩の館を屋外ステージ改修事業ということで

２００万円の予算を計上されておりますけれども。 

皆さん方も御存じのとおり、さつまフェスタということで、あのステージを使いましてたくさ

ん、前年も４,０００人近い方が寄っていただいて大変盛り上げていただいたわけでございますが、

あそこもつくりまして年数も十数年経ってまいっておりまして、傷んでおるところでございます。 

それと、屋外ステージというようなことがありまして、雨が降るときに、前日の雨のときです

とかっていうような問題もいろいろありまして、あそこにテントをかけて、上のほうに屋根みた

いに仮にテントでもかけるような計画をしてほしいというようなことで、前にも申し入れがいろ

いろ関係者の方々からあったと思うんですが、ここでは床の改修ということでございますが、ど

のような計画をされて、どういうふうな内容なのかということをお聞きしたいと思っております。 

 それから次が、同じ光をそそぐ交付金の事業の中で、子ども図書館の事業が計画をされており

ます。先般、薩摩地区におきましても、今の支所の活用という面から、いろいろ、子ども図書館

をそちらにしたらどうかというようなことで説明会もあったところでございますが。 

今、上の改善センターのほうに図書室もあるわけでございます。それで、隣に和室もございま

す。そのようなことで、上の現在の改善センターのほうの図書室は、場所が離れているから交通

の便が悪いというようなことで、なかなか図書室の利用者も増えていないんだと、鶴田あたりか

ら比べも半分ぐらいしかないんだというようなことでございましたけれども。 

今あの改善センターの活用ということも考えますと、ぜひ今のところのほうが私は、駐車場も

あるわけでございます。ＰＲとか、そういうふうないろんな整備されたら、あちらのほうか活用

としてはいいんじゃないのかなというふうに思います。 
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隣には和室もあるわけですから、改修、そういうようなものに対しても、今の支所のほうを改

修するよりも、そちらが環境的にもいいのではないか、また、経費的にもいいのではないのかな

というふうに思います。 

 一方では、ある方の御意見もあったんですが、あそこに社会教育課の公民館の主事等がする教

育委員会が入っておりますが、こういうものをまた支所のほうの建物に中に移っていただくとか、

そういうようなこと。それから外部団体、そういうような方々で、やはりこうあそこの支所の一

部の空いている分を活用していただくというようなふうなことも検討していただきたいというよ

うなことでありまして、説明会がありましてまだ間がございません。しかし、住民の方々から、

もっと下のほうのことについてもそういうふうにしたほうがいいんじゃないかというような意見

もございましたので、その点につきましてお伺いをしたいと思います。 

 それからもう１点、１０款、教育費の中の狩宿分校の石碑の設置でございます。３０万円予算

を組んでいただきまして、実質８万円で上がったというようなことで、２２万円はこれを減額の

補正が上がってるようでございますが、おかげさまでいろんな実行委員会の方々も協力いただき

まして、２百何十名の方々が、惜別の同窓会も開いていただいて、狩宿分校とのお別れをやって

いただいたわけでございますが、この減額、当初３０万円あったんが８万円で上がったというそ

のことにつきまして、どういうような経過でこれだけになったのか。できれば、１つの学校が長

い歴史をもって閉めたわけですから、実質そういうことに対してただこの石碑だけだったのかど

うか。関係した予算というんですか、費用っていうのはどれぐらいかかってきたのかどうか、そ

の点についてお伺いしたいというふうに思います。 

○文化課長（北原 美義君）   

 御質問のございました薩摩の館の屋外ステージの改修事業でございますが、施設につきまして

はモデル木造で建てられておりまして、木を主体に使ってございますが、築後２１年経過をいた

しております。屋外ということでございまして、ステージ等は木のブロック等を使ってございま

す。これが経年劣化によりまして摩耗して、腐食している状況にございますので、今回につきま

しては、このステージの全面改修と昇降用の階段等がございますが、これ等の取りつけがえ、そ

れからステージの周辺の外装の塗装等も計画をいたしておりまして、先ほどございました屋外で

使う部分についてのステージの上のほうのテントにつきましては、今回の予算では計画はいたし

ていないところです。 

○社会教育課長（岩元 義治君）   

 今の薩摩の図書室について、今の改善センターに図書室が設置されているわけですが、利用の

ことを考えれば、今の場所がいいんじゃないかというのが御意見だというふうに思います。 

しかしながら、この実績等を考えてみますと、薩摩の今、図書室の利用が２１年度におきまし

て２,８５６人ということで、１日当たり１０人というような状況であります。鶴田の図書室を見

ますと６,１６１人で、１日平均ちょうど２０人ということで、大体この倍ぐらいの差が出ている

わけですが、これらは分析しますと、前に申し上げましたように、この立地的な部分がかなり影

響しているのではないかというようなことから今回、薩摩支所の有効活用もふまえまして、図書

室の移動を考えたいというようなことであります。 

薩摩の改善センターの図書室を仮に今回移動した場合に、あとのまた活用というようなことも

当然あるというふうに思います。 

 そういうことで、やはり静かに学生とか学習をしたいというような方もいらっしゃいますので、

移転した場合においてのあとの活用についても、そういう学習の場にできるような形で、現在の

ところは考えているところでございます。 
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○教委総務課長（山口 正展君）   

 狩宿分校の閉校記念碑の関係でございますが、実績に基づきまして減額をお願いしたところで

ございます。 

 この記念碑につきましては、地元の実行委員会のほうともいろいろ相談をして決めております

が、ちょうど記念碑を建てた後のほうに５０周年記念碑が、大きな記念碑がございますが、あま

り大きなものを建てるよりも若干小さい記念碑でもいいんじゃないかということでございました。 

そういうことで、こちらのほうも規格品が非常に安くできるということでございましたので、

その規格品の６０センチ、６０センチでございますが、規格品をもって一応作成をしたというこ

とでございます。これをもうちょっと大きな規格外の経費にすれば相当の経費がかかるというこ

とで、地元のほうも余り大きいものでなくてもよろしいということでございましたので、この規

格品を使った記念碑をしたところでございます。 

 あとの経費につきましては、いろんな印刷費、それから除幕式用のいろんな除幕のいろいろな

物品がございましたが、そういうのもこちらのほうで整備をしたところでございます。 

○米丸 文武議員   

 まず先に、屋外ステージの改修のことでございますけれども、２０年、私ももう大分なってい

るとは思っておりますけども、２１年経過しておるということでございます。 

 確かにそうなんですよね。木で長いのを組んであるんですが、大分傷んでまいりました。その

ようなことで、これをいつも私どももさつまフェスタのいろんな関係で一緒に利用させていただ

いて、ありがたいことではございますが、かねて利用するっていうのが、何かそういうような大

きな行事がないと、なかなか利用できないというようなことで、それをそのままじかにステージ

にシートをかけておくと、かえって湿気がこもってもたないというようなこともあるもんですか

ら、できればあれに簡単な形でもいいので、雨のたんびにぬれてる状態じゃなくして、今後の維

持管理の問題で、何かそういうようなふうな形はできないものかなということ。 

またそれから、いろんな開催する時に、前日に雨が降ったり舞台がぬれておるとなかなかしに

くいというような、また雨が降ったときもやりにくいというようなことも過去にもございました

ので、そういうようなことでの利用というものは考えていただけなかったのかということでござ

います。 

 確かにブロック等もはげておりますし、塗装もはげてきておりますが、ひとつ形としては地域

のいろんな活性化の地域おこしの中で取り組まれた一つの大きな事業でございまして、斬新な形

での活動であるわけでございますので、改修せっかくしていただくのであれば、今後の管理のこ

とも考えてある程度これもしていただければありがたいというふうに思ってるところなんです。

その今後についての考え方も、考えておられましたら、それについてお伺いしたいというふうに

思います。 

 次に、子ども図書館の問題でございますが、今利用率が下がっていると、少ないということは

もう事実でございます。それは皆さんが記録でおとりになっておりますけれども。 

合併をしました。本当に子どもたちが、地域の学校も小学校も離れて、中学校はそばですが、離

れております。そのようなこと。 

それから、中学生も部活動があります。ですから、それが終わったときから図書室の利用とい

うのは、本当に残念ながら少ないという結果に私はなってるんじゃないかと思いますし、また、

子どもが減っていっているわけでございまして、小学生もいえばスポーツ少年団とか何とかとい

う形で帰りが遅くなりますから、本当に残念なことでございます。 

スポーツ少年団に入らないお母さん方がかねて、じゃあ図書室に行って勉強でもさせようか、

- 7 - 



 

読み聞かせもしようというような形で取り組んでいただければいいんですが、残念ながら、やは

りお母さん方もお仕事についておられるというような状況もありまして、本当に上がっていって

いない。 

だから、じゃあどこをどうして活用していけばいいかとなりますと、やはり薩摩地区というの

はちょっとへこんでおります、離れております。そのような関係で、やはりＰＲですとか設備を

ピシッとして、本当にここいらにないような図書室というような形をしていくことで、また宮之

城地区、鶴田地区からも、また町外からも来ていただけるような、そういうふうにして活用して

いただくためには、上の改善センターの中の図書室のほうの活用が、私は有効的に使えていける

んじゃないのかなというふうに思うものですから、お伺いをしているところでございます。 

 それと次に、分校の石碑の問題でございますが、経費もいろいろたくさんかかるわけでござい

ましたけれども、実行委員会との方々とのいろんな話し合いの上でしていただきまして、本当に

盛大に閉校式ができたことに対しては感謝を申し上げておりますが。 

私がちょっと関係された方々の話を聞いたところによりますと、実行委員会の方は、グラウン

ドの清掃ですとかシラス持ち込み、それからまた閉校式の看板等を立てられておりまして、皆さ

んが手づくりでされたということで、実行委員会の方々の同意のもとで、また協力のもとでされ

たんだろうというふうなことも聞いておりましたけれども、そういうようなものに対して、じゃ

あ町としてはただ石碑のそういう関係だけでよかったのかな、どうだったんだろうかなというこ

とを感じております。 

そういう点につきましても、実行委員会の方々としっかりと打ち合わせした上での形だったろ

うとは思いますけども、その点についてお伺いをさせていただきます。 

○文化課長（北原 美義君）   

 屋外ステージの利用の関係でございますが、テントの設置等につきましても、以前出されたと

いうことでございますが、テントの設置ということになりますと、可動式のものになるのかなと

思っております。ただ、可動式の部分では、かぐや姫グラウンドのほうにそういう可動式の施設

があるわけなんですけれども、あの場合としますと倍以上の面積があるというふうに考えており

まして、かなり経費的にもかかるんじゃないかなというふうに考えております。 

 施設の利用につきましても、現在は、現状としましてさつまフェスタでの利用が主でございま

して、そのほかに活用がなかなかなされない状況にありますので、また今後何らかのそういうイ

ベント等での活用についてもまた検討を重ねながら、あわせましてその屋外のテントについても

検討を加えていけたらというふうに考えております。 

○社会教育課長（岩元 義治君）   

 子ども図書館を含めて改善センターで整備をしてはというようなことだと思いますが、スペー

ス的なものを考えましても、子ども図書館を加えて整備するということになりますと、今の改善

センターの図書室等ほかのスペースを考えましても、なかなかスペース的にできないんじゃない

かというふうに考えているところでございます。 

 ある程度、やっぱり子ども図書館として充実していくとなるとスペースが必要ですので、今回

においては薩摩の庁舎の活用を考えたいというようなことでございます。 

○教委総務課長（山口 正展君）   

 狩宿分校の記念式典につきましては、地元の方々、それから実行委員の方々の協力によりまし

て、立派に開催ができたことを感謝をしておりますが、この記念式典の開催につきましては、実

行委員会のほうと教育委員会と十分打ち合わせをして、実行委員会ができるところは実行委員会

で、教育委員会でできるほうは教育委員会でということで、手分けをして、協力し合ってやった
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ところでございます。 

○米丸 文武議員   

 今、分校の記念事業のこと、それからまたステージのこともございましたけども、ステージに

ついて、あそこに両脇にポールを立てていただいてワイヤーでも引っ張っていただく。そうする

と、仮にそういうようなことであれば、シートでも張ってできるような形というのができたらい

いなという、そういうような形での要望であったわけでございますので、可動式ではなくてもい

いじゃないのかというようなこともございますので、今後のひとつ検討をしていただきたいとい

うふうに思います。 

 分校のことにつきましては、本当にそのようなことで実行委員会の方々の協力いただいてでき

ましたということで理解させていただきます。本当にありがとうございました。 

 図書館のことで今説明がございましたけども、改善センターのほうは隣に研修室があるんです

ね、和室が、広いのが。今、それを年に何回使ってるかということもあるんです。ほとんど利用

されていない、いろんな会議がですね、合併しましてから。 

ですから、やはりそこの有効活用ということも今の支所のほうを改造してするよりも、そちら

のほうが和室になっておるし、いろんな形で利用しやすいと私は思うんですよね。そういうやっ

ぱり効率的な面もあるので、こういうようなことを申し上げているわけでございます。 

 ぜひ、ここに今予算上がってきておりますが、この予算は予算としてその設置する場所につい

ては今後検討いただくというようなことで考えていただくようなことはできないのかどうか。そ

の点についてお伺いします。最後で、３回目ですからこれで終わりますけれども、お伺いしたい

と思います。 

○町長（日髙 政勝君）   

 子ども図書館の関係につきましては、今までもいろいろと意見をいただいているわけでござい

ますが、これについては私の子育て支援の一つとして取り上げているわけでございます。子ども

図書館となりますと、これは全国にまだ２０数カ所しかないものと考えております。非常にこの

地方におきましては、鹿児島県においても画期的な取り組みではないかと思っているわけでござ

いまして、とにかく今、読書に親しむ機会、この前も、町民大会の際にオープニングで記録映画

「母と子の２０分間読書」なり、そしてまた流水小学校の親子２０分間読書運動の発祥５０周年

記念ということで発表もいただきましたけども、非常にすばらしい活動があるし、感動もいただ

いたところでございまして、やはり子どもたちに小さいうちから本に親しんでもらう、そういう

機会をやっぱり行政としましても、子育ての一環としてぜひとも取り組んでいきたいという思い

がございます。 

 そして、たまたま庁舎建設に関連をいたしまして、支所の有効活用をどうしてもしていきたい

というようなこともございまして、薩摩の庁舎については御存じのとおりすばらしい庁舎をつく

っていらっしゃいますので、こういうことで庁舎につきましては、基本的な方向として合併協議

会で、分庁方式ではなくて総合支所方式にいきましょうということで決定を見まして、そういう

ことで進んできておって、そしてまた、昨年の４月から支所方式になったわけでございます。 

 そういうことで、役場全体組織が行革の一環としまして効率的な行政を進めようということで、

定員の管理についても物すごく、７０名近くまで職員数も減ってきている中で、どうしてもやっ

ぱり本庁も含めまして支所のほうも職員数が少なくなって、空きスペースが増えてきたというこ

とでございましたので、この立派な庁舎を何とか活用をしていきたい。 

 そのためには、やっぱこのつくりからいたしまして、窓も広いし非常に利便性の高い、今後の

利用によっては非常に利用も本当に見込まれるところではないかと思って、図書館を整備をした
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らと。本庁ももちろん図書館そのものを正式なものはまだないわけですけれども、こういった図

書室的なものでありますが、子ども図書館を整備することによって、本当のそういう中心的な役

割ですか、そういうことも果たしてもらえるのかなと思っているところでございます。 

 あそこの場合、採光性も大きな窓もありまして、非常に図書館としての利用というのが、子ど

もの図書館というのは、書架についても低い書架を設置をするということでありますから、採光

性についても非常にすぐれているんじゃないかなと思っております。 

 そういうことで、非常に利用勝手のいい場所になるのかなと思っているところでございます。

運営については、教育委員会のほうでもそれなりの委員会等もつくって、すばらしい運営をして

いきたいというようなことも考えておられますので、やり方によっては町内はもちろんでござい

ますが、やっぱり町外からも多くの皆さんが訪れるんじゃないかと、そういう活性化が期待をさ

れると私は思っております。 

 それで、上のほうの利用もありますけれども、今の実態からいって、なかなか今のあれを改修

をしたにしても、ただちょっとつくりからいってふさわしいのかなという面がありますので、や

はりそれよりも今の支所の活用をしたほうが、より図書館としての機能は発揮されるのではない

かなと私は思っておるところでございます。 

 県内でも栗野とか、あるいは鹿児島市内にもそういった児童の「メルヘン館」というのがござ

いまして、非常に人気が高くて、例えば栗野についても、本町から見に行かれたりされておると

ころもありますので、こういう面についてもぜひとも御理解をいただきまして、何とかあそこに

そういった子どもの図書的な、そういう核的なものにできないものかなと思ってるところであり

ますので、その辺は地元の皆さんも庁舎をあれだけ立派なものをつくっていらっしゃいますので、

何とかもっとほかにいいものはないのかと、そういう思いは十分判りますけど、今考える最善の

策というのは、一番目新しい一つの政策として、私はこれが一番いい方法ではないかなと思って

いるところでございます。 

○議長（中尾 正男議員）   

ここでしばらく休憩します。再開は、おおむね１０時４５分とします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

休憩 午前１０時３５分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

再開 午前１０時４５分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（中尾 正男議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 質疑を続けます。 

○川口 憲男議員   

 町長に１点だけちょっとお伺いいたします。 

 この地域活性化の中で、きめ細かな交付金、いち早く取り入れていただきましたといいますか、

５番目の観光公園、宗功寺公園の合併浄化槽を設置するということで、予算計上していただきま

した。 

先般見に行ったときに、何といいますか、地盤沈下というか、低下して何か浮き上がっとって、

掃除をされる方も内部清掃をするんですけども、水がはけないというようなことで非常に苦慮さ

れたり、外壁ものりが張って、大変な一人で苦労されておるところで、そのあと、商工観光課に

行きますと、町長もごらんになられてこういう措置をされたということで、非常に町の文化財の
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宗功寺公園、あるいは観光施設としていいところに、何でいつまでもこういう汲み取りだったの

かなということを懸念しておりましたけど、取り入れていただきました。 

 そこで町長、やっぱし今後、分水路ができたりいろんなことでしていくと宗功寺公園一帯、か

ぐや姫グラウンドも含めて、あそこ辺の観光開発といいますか、景観施設として充実させていく

必要性があると思います。 

あの下に竹林がありますけれども、あれのいわれを聞きまして、何といいますか、さつまで一

番最初とか、鹿児島県で一番最初というような竹林とかいうような名目も聞いておりますけれど

も、なかなか整備が行き届いていない。これを、宗功寺のトイレ事業を基本に、ここあたりをど

ういうふうに開発といいますか、再開発されていく考えがあるのか。ちょっとそこを１点だけお

伺いいたします。 

○町長（日髙 政勝君）   

 宗功寺公園のトイレの改修につきましては、今度の新幹線開業に伴いまして、もう既に観光コー

スの１つとして宗功寺公園も入っておりましたので、墓地が非常に珍しいということで、観光資

源として高く評価をされておりますが、その一環として、どうしてもトイレがこういう状態であ

りましたので、今回のきめ細かな交付金も使いまして改修をしていきたいというようなことで、

予算計上をさせていただいたところでございます。 

 宗功寺公園の周辺の整備についてでありますが、過去において地域総合整備事業の中で竹林公

園の整備ということで、いろんな竹の種類の植栽等も行いまして、そういうＰＲの公園の整備を

行ってきた経緯がございます。 

そしてまた、北薩公園との隣接地ということで、やはり隣接であるがゆえにそういう県立公園

との一体感も持たせていく、そういうことも必要でございますし、多目的グラウンドのかぐや姫

グラウンド、あるいはまた県立のそういった公園の運動場もありますので、あわせてやっぱりあ

の辺が一体的なもの、観光、スポーツ、レクリエーションゾーンとしての一体的な整備が図られ

ればありがたいなということで、今後、県立公園の整備におきましても、今テーマゾーンという

ことで整備が行われております。 

県のいろいろ行政評価委員会の中では厳しい意見が出されておりましたので、私のほうもすぐ

県の都市計画課のほうに出向きまして、非常に厳しい意見が出ていたようであるけれども、今後

県としてはどういうふうに対応されますかということでお聞きしましたところ、テーマゾーンに

つきましては引き続き整備をしていきたいと。これから今の分水路がありました歴史ゾーンにつ

いては、今後の課題でありましょうけども、まだ今のところは予算的な関係もありますけども、

引き続きテーマゾーンにつきましてはやっていきたいというようなことでございまして、今後屋

外ステージとかそういうものができ上がっていくのかなと思っているところでございます。 

 これからも、そういった整備についてはお願いをしていきますけれども、やはりこの宗功寺に

つきましては町の公園でありますから、あるいは竹林公園についても、そういう町としての管理

としてどのようにしていくかということでありますが、新たな開発というのはなかなか厳しい面

があるかとは思っております。 

あの辺の修景をいかに保っていくか。おっしゃるとおりこの竹林についても、宮之城島津家の

いわゆる竹の発祥の地と言われておりますとおり、何とかそれにふさわしいようなこの竹林に整

備をする必要があると思いますので。また、修景についても、今後努力をしていきたいと思うと

ころでございます。 

○川口 憲男議員   

 町長、今答弁いただきましたけれども、そのとおりであって、やっぱし竹の発祥の地というよ

- 11 - 



 

うな名称を持っているわけですから、より以上そこを開発していただけたらと思います。 

 今、耕地林業のほうでも、竹山と広葉樹の展開した、一体化して整備ができるようなのがあり

ますから、そういう事業を入れてされるのも一つの手じゃないかと思うし、先般の一般質問でも

申し上げましたように、町の公園の維持管理、あそこもシルバーセンターだったですか、のほう

に委託してございますけれども、のり面にまだカヤとかいろんなものがあって、整備が行き届い

ていないようなところがありますし、やっぱそういうところに目を届かせる工夫は、町として当

然大事ではないかと思います。 

 町の公園として、やっぱし先ほど申されたように、新幹線が来る中で、呼びかけはしますけれ

ども、さてそれならさつま町に行かれたらどこに行くのかということを呼びかけるには、やっぱ

し島津家の由緒あるお墓があるよというところで、宗功寺を大きくうたい文句にする、あるいは

歴史資料館もありますから。この歴史資料館から見る分水路の今度、激特事業できれいになった

虎居の町並みとか、そういう一体化のところの話題が広がっていくんじゃないかと思います。そ

ういった意味で、ぜひこれを起爆剤として、再開発の条件にしていただきたい。 

 先般も、鹿児島市内から年配の高齢者の方々がみえるんですけど、今の歴史資料館の近辺に車

を止められますと、階段状になっとってなかなか歩けないということで、上に車を持っていけな

いかという話もありましたけれども、商工観光課長の話を聞きますと、将来的には上に持ってい

けるような方向性も考えてあるんだということを聞きましたので、やっぱしそういうところまで

心配りした、何か宗功寺を起爆剤とした町の観光ということを取り入れるべきと考えます。 

それに歴史資料館もそうことで非常に浮き上がってくるんじゃないかと思いますけれども、そ

ういったところの考え方、今申されましたけれども、再度ぜひ新幹線が来る中で、さつま町とし

て何を銘を打っていくのかという大きな考え方でいけば、宗功寺公園、あるいは分水路、あるい

はかぐや姫グラウンド、いろんな点があります。今、ラグビーも来てるし、いろんなところも来

てますので、そういう町長の申されてます２００万人のお客さんをこっちに呼ぶんだという気持

ちがそういうところに出てくればいいんじゃないかと思います。 

 その階段とあわせて、入り口をもうちょっと改善も今後されるべきだと考えてますけれども、

そういうところまで気を配ってほしいと思うですけれども、お考えを聞きまして、質問を終わり

ます。 

○町長（日髙 政勝君）   

 バスもやっぱり大型バスが来たときにどうするかということもございます。今、現地のほうで

も検討をいたしておりますけれども、上から入る分もありますし、下から行って歴史センターが

ある上のほうには大型も入る駐車場があります。それでまた、宗功寺に上がるところに階段があ

りまして、これについてはやっぱり昔の、歴史のある階段でありますから、勝手にいじるという

ことはなりませんので、上がれるような段差については、砂をちょっと入れながら登りやすい階

段にするとか、あるいはまた、その階段の側のほうに新しく歩道を整備していきたいというよう

なことで、今、必要な予算も考えておるところでございます。 

 上のほうからの大型バスについては、ちょうど新たな用地買収をして、Ｕターンができるスペー

スがないとなかなか難しいのかなという感じがいたしておりますので、下のほうから行きますと、

やっぱり歴史センターの活用とか、おっしゃるとおりのいろんな新たなスポットができる可能性

もありますので、その辺のところの整備についてはまた今後検討をしていきたいと思っておりま

すし、この階段の関係と、それから階段横の歩道の整備については、一応、予算の計上もお願い

しているところでありますから、よろしくお願い申し上げたいと思います。 

○木下 賢治議員   
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私は、先ほども質問があったわけですけれども、住民生活に光をそそぐ交付金事業の子ども図

書館の設置について伺いたいと思います。 

 私も、子ども図書館の必要性、意義というものはもう重々理解できるわけですけれども、今回

の場合、薩摩支所とした場所の選定について納得できない部分がございます。 

総合支所の約束が支所になり、閉そく感が漂っております。私も元議員の先輩あるいは職員で

あった先輩方にもいろいろ相談もしてみたわけですけれども、確かに今のままよりもよかとじゃ

なかどかいという意見もありました。いろいろ経緯はありますが、深い思いを持って建てられた

庁舎でありますし、もっと元気のあいもんで活用できなかったのかということであります。 

 もともと絶対数の少ない子ども、昼間は保育園、あるいは学校にほとんどが通っているわけで

すが、中心部でないあの場所に、どれだけの町民の利用があるんだろうかという疑問もあるわけ

です。 

湧水町の話がございましたけれども、向こうの場合は町の中心地に設置してありますし、買い

物、ショッピングのついでとか、近くには温泉施設もあるようですので、利用勝手がいいような

状況にあるんじゃないかというふうに考えるわけですけれども、こういう私の視点に町長の考え

を伺いたいし、教育長にも、教育委員での検討もなされたかと思いますが、そこで出た意見等を

合わせて考え方を伺いたいと思います。 

○町長（日髙 政勝君）   

 確かに、薩摩の公民館長、公民会長さん方にも説明を申し上げました。地元の皆さんの意見と

しては、確かに庁舎建設をされまして、何とかそういう行政の機関としての組織がという思いが

強いかと思いますけれども、結果的にはやっぱり職員数が少なくならざるを得ない、行革の一環

としてそうならざるを得ないわけで、結果としては空きスペースになってしまったということで

ありますので、何とかその辺を活用をする手立てはないかというようなことで、子育ての一環と

しましての支援策の一環として、今回の子ども図書館を主に置いた図書館的な機能のものに整備

をしていきたいというようなことでお願いをしているわけでございます。 

 これにつきましては、もう先ほどから申し上げますとおり、非常に今、子どもたちの心豊かな

健やかな育成と申しますと、やっぱ小さいうちからそういった読書に親しむ機会を醸成していく、

このことの大事さを感じているわけでございまして。 

やはり場所的な問題も確かにあるかも判りませんが、私は運営のやり方によっては、場所はど

こであろうとも私は、位置的なものですが、中心部で必ずしもなくても、私は内容によってはた

くさん人は集まってくるんではないかと思っております。 

近くにはまた観音滝もありますし、その辺の有機的な連携を図っていけば、なおさらまたどち

らも活用ができるんじゃないかと思っておりますし、やはり子育て支援の一環としての位置づけ

をしておりますので、いろんな子育ての関係のいろんなサロン的なそういう場もできるわけです

し、いろんな子育ての相談的なこともできる、またそういった仕組みのこともつくり上げていけ

ば、私は十分その辺の利用については、おっしゃるとおりもっと元気のあるということですが、

元気のあるやり方ができるんじゃないかと私は思っているところでございます。 

 とにかく合併協議会の中でも、分庁ではない、総合支所方式にいきますよということに方向を

決めていただきまして、そしてまた、議会の行革でも、昨年の４月から総合支所方式から行革の

一環として支所方式にいきましょうというそういう提案もいただきまして、私どもも一緒になっ

てそういう方向を示しながら今まで来ているわけであります。 

 そういうことで、その上でやっぱりどうしてもあれだけの立派な庁舎をいかに活用していくか、

もっと有効的な活用はないかということで、真剣に検討をしながら一つの方向として今、御提案
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をしているような、こういう施設を整備をしていきたいと。このことをやっぱり薩摩地域の発展

にもつながることでありましょうし、新たな子育てのそういう支援策になっていくのかなと、私

はこういうふうに今後の運営については期待をいたしているところであります。 

いろんな読み聞かせグループもありますし、そしてまた、先般の町民大会でもあれだけの皆さ

ん方の強い関心もありますし、本当に運営のやり方によっては非常の元気のある施設になってい

くと、私は思っております。 

 あとまた教育委員会のほうでの教育長からもお話が、考え方もあるかと思いますので、お願い

したいと思います。 

○教育長（東  修一君）   

 教育委員会といたしましても、先ほど町長のほうからございましたように、運営のあり方、こ

こあたりが一つのポイントであろうというふうに思っております。それで、仮称でございますけ

れども、読書活動の推進協議会等も設けまして、そして今ございましたような定期的な読み聞か

せとか、そういう仕掛けを持ちながら、今、各図書室でもいろんなことをやっておりまして、そ

こにもこの前ありましたように、子どもたちも集まっておりますので、その薩摩地区の子どもた

ちばかりじゃなくて、町内外を対象にしながら、できるだけ活性化するような運営のあり方につ

いて検討をしていくと。 

教育委員会のほうでもこの話を申し上げましたが、そのつくること、それについては非常にい

いというようなことでございまして、今後そのようなあり方については、検討するようにという

ことの話題になりました。私どもも、何回も繰り返しますけれども、定期的な読み聞かせとか、

そういうようなものを行いながら、活性化を図っていきたいというふうに考えております。 

○木下 賢治議員   

 先ほども言いましたように、子ども図書館の有意義性というものを重々判っておりますし、検

討をしていくということなんですけれども、検討したけれども結果的にもう対象者も少なくて、

思うようにできなかったということもないとも限らないし、こういう交付金事業を使ってあそこ

を改装した場合に、その後の活用が別の部分への活用がしがたくなるような気配になって、なら

図書館で終わりかというふうになってしまうのが、何かこう危惧されてならないわけですけれど

も。 

新庁舎の建設の話し合いの中で、必ずといっていいほどこの支所活用については出てくるわけ

ですけれども、町長も何とかせにゃいかんということで苦慮されていることには、経緯を持って

おりますが、先般、町長のほうから提案があった土地改良区の事務所の利用案についても、聞い

たときに、私は本当にそういう外郭団体である改良区や農業委員会、今の薩摩の旧館にある社協

の薩摩支所を支所内に入れて、高規格道路ももう間もなく開通しますので、広橋まで開通すれば

そういうふれこみで、今の旧庁舎を指定管理を募るような手立てでネット配信をして、何かそう

いう会社でも事務所でも誘致できないかなという夢的な構想まで描いたのは事実でございます。 

 やっぱし実現できなければ、その分事務所の活用をしていただければ、新しい庁舎をつくる場

合にも、新庁舎のスペースもその分少なくて済むわけですので、経費的にも安くなるからいいが

なというふうに思ったわけですけれども。 

聞いてみますと、土地改良区から断られたそうですが、私は町長が庁舎の大家であるわけです

ので、もうちょっと強く押していただきたかったという思いはあります。 

 それは、あそこに行ってくれち言えば、はいいいですよって快くいくはずもありませんし、当

然この場所のほうがいいと言われるのは当然のことだろうと思いますが、町民全体からみれば、

土地改良区を毎日のように利用される人っていうのは、あんまりいらっしゃらないかと思います
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が、職員は当然、向こうに通勤する分だけ距離が出てくる人もあれば嫌がられるかと思います。 

 そういう意味で、そこ辺はお互いさまですので、痛みを分かち合えないかなというふうな感じ

がしてならないわけですけれども、町の一体感、あるいは均衡ある発展というものは、やっぱし

単なるうたい文句で終わってはいけないんじゃないかというふうに思います。 

 これまで、庁舎検討委員会の中で検討されたんでしょうけれども、本当に支所活用というもの

をどれだけ真剣になって検討をされたか、深みがあったか、私はやっぱ疑問になるわけですけれ

ども、もうちょっと集中的に支所の活用というものに、そういう支所活用の検討委員会を設けて、

集中的に検討をする必要があるんじゃないかというふうに思いますし、本当にやるだけのことは

やったかという住民からの声を否定できないわけですけれども、そういう意味で、町長のマニフ

ェストの中にも、私たち議会、あるいは議員との連携を持ってというのもあります。 

 この今回の子ども図書館につきましても、話が出てから唐突なことであったし、もうちょっと

時間が欲しかったです。私たち地元の議員も、これまでの経緯とか住民の考え方、声というもの

を知り得る情報源ですので、執行部と一緒になって町をつくりたいという思いもありますので、

組んでいただきたかったと思いますし、せめて地域審議会の声も聞いてほしかったし、するんで

あればもっと周知期間もあったほうがいいんじゃないかというふうに思いますけれども、これに

ついていかがでしょうか。 

○町長（日髙 政勝君）   

 非常に庁舎の支所活用については、確かに熱い思いがあるということは十分承知をしておりま

す。それなりにまた、私どもにおいても庁舎建設の建設委員会の中で、支所活用というものを、

一つの大きな課題として、議題として上げながら検討もしていただいたところでございます。 

委員の皆さんからも、特段こういうものをこうしてほしいとか、何回となく会は開いて来てお

ります。そしてまた、いろんな公民館長の皆さん方にも、それなりにまたお話をする機会も設け

たりしてきたわけですが、特段、こういったものをというところまでは来ておりません。私ども

の提案についての意見を聞いていただくということであったかと思うですが。 

 確かに、行政組織の一部を張りつけるとか、そういうことも考えるわけであります。そしてま

た、いわゆる外郭団体の土地改良区ということもある。ただ、一部を入れても私は施設をフルに

活用する状況にはならないと思うんですよね。やっぱり１係を置いたり、あるいは土地改良区を

置いたにしましても。やっぱりフルにあれだけの施設を有効活用となると、もっとおっしゃるよ

うな元気なものに、本当に有効活用するためには、もっとほかの利用というのがよりいいのかな

と思っております。 

 もちろん自治法においても、もう庁舎管理のこういった行政財産についてもいろいろな活用が

できるように法の改正もできておるわけでありますから、そういう意味でも、あそこの施設をも

っともっと有効に活用する。そのほうがかえって地域のためにもまたなるんじゃないかと私は思

っておるところでございまして、これについてはまた庁舎建設の検討委員会にももうずっとお話

を聞いてきたことでありますし、もちろんこの全員協議会の中でも、これら庁舎建設の問題等に

つきましては、ずっと早くから議会にもお諮りをしながら、また報告もしながら、この庁舎建設

の関係での支所活用については、ずっと取り上げて御報告を申し上げてきておるわけでございま

す。 

そしてまた、地域の皆さん方にも公民館長会とかそういう形で、あるいは公民会長会の中でも

説明をいたしておりますし、今後におきましてもまたそういうことはやっていきたいと思います

が、果たしてどこまでなら説明して、１００％同意を取りつけるのかということになると、行政

のやり方についてはどこまですればいいのかということになりますので、やっぱその辺は、こち
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らにも一つの行政の執行的なところも、地域の振興という意味合いも、先ほどから出ております

とおり、均衡ある発展と、それについては基本的なことはもう全く変わらないわけでありますか

ら、そういう意味であるからこそ、こういう一つの構想も持って取り組みをしていきたいと思う

わけでありますから、その辺は御理解をいただきたいと思うところでございます。 

○木下 賢治議員   

 皆さんに一般質問のようなふうになってしまって申しわけなく思っておりますが、３回目です

のでお許しをいただきたいと思います。 

 当然、１００％の、皆の同意を得なければ、町の行政というものは執行できないということは

ございませんので、ましてやそうする必要もありませんし、町長にはそれなりのリーダーシップ

の権利をいただいているわけですので、信念を持ってやろうということがあればやられればいい

ことだとは思いますけれども、その手立てとしての段階で、やはり聞くところは聞いて、お互い

勉強するところは勉強していく姿勢というものは、決して無駄ではないというふうに感じており

ます。 

 正直いって、今件につきましても、自分なりにいろいろ考えましたし、減額の修正動議のこと

についても検討をしました。冒頭言いましたけれども、本当に子ども図書館については必要性は

理解しているわけなんですけれども、支所域の活性化策の甘さと子ども図書館を薩摩支所に設置

するという判断をされるまでの経緯について、異議を唱えるものであります。 

かと言って、先ほどありましたように、私どもに執行権があるわけでもございませんし、絶対

的な代替案を持ち得ているわけでもございません。 

 説明のあった子ども図書館１,７００万円余りのこの交付金を町長に拾いなさんな、捨ててくだ

さいというわけにもいきませんので、そういう意味では歯がゆい思いもあるわけですが、また自

分にもうちょっと勉強せんないかんかったなという思いで残念さがございます。 

町長の今後の取り組み次第、先ほどある程度、姿勢というものは伺われたわけですけれども、

町長のそういう答弁次第では、やはり残念だけど認めざるを得ないのかなという思いもある中で、

町長、教育長の具体的な今後の取り組み方について話を伺いたいと思いますし、本案が決定して

からも支所域の活性化策にはプラスアルファの策がまだ可能だと思うんです。この子ども図書館

で終わるということだけじゃなくして、まだまだその活性化策というものはあるでしょうし、子

ども図書館をつくってからのそういう策についても、当然それが要ると思うわけでございます。 

 町長が掲げる子ども育成宣言の拠点の場所として、先ほどもあったわけですけども、子育て支

援のサークル活動とか、今、この説明資料に示されております図書館のそれぞれのコーナー等を

フルに活用するためには、それなりの優秀な司書補なりカウンセラーなり配置して、その効果を

発揮することが大事じゃないかというふうに考えているわけです。 

 地域に子ども図書館を置くということであれば、先ほど言ったように子育ての拠点、私は、笑

われるかもしれませんけれども、あの旧庁舎に、できれば小児科でも産婦人科でも誘致するぐら

いの、そういう拠点も夢で終わらせたくないというか、そういう思いもあるわけですけれども、

要は町長が今後、先ほど一部はあったわけですけれども、本当に具体的に考えていること、同じ

く教育長についてもなんですけれども、その活用策についての具体性、またそれを執行部だけじ

ゃなくして、やはり町民と私たち議会とも連携をとって深めていかれる約束をいただければと思

うですけれども、この点についての答弁をいただいて終わりたいと思います。 

○町長（日髙 政勝君）   

 子ども図書館の機能、やはりつくることが目的ではございませんので、いかにやっぱりつくっ

た以上はあとの機能を発揮をさせていくか。地域の皆さん方が、あそこに子ども図書館ができて
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本当によかったなと思えるような今後の運営というのが一番大事でありますので、この辺につい

ては議会の皆さんともいろんな連携をしながら、運営をやっぱりしっかりとしたものにして、活

性化できるようにしていきたいと思っているところでございます。 

 先ほど申し上げますとおり、やり方によってその施設が生きるかどうかというのはかかってく

るわけでありますから、この辺については、教育委員会としましても、それだけの意気込みで取

り組みをしていただくということで考えておりますので、その辺はまたあとで教育長から答弁を

させていただきたいと思いますが、とにかく子育ての一つの支援策として取り上げていくわけで

ありますので、ここを一つの核としながら、いろんな取り組みも進めてまいりたいと思うところ

でございます。 

 それから、旧庁舎の前に社協が入っていらっしゃる。確かに、役場のいわゆる支所のほうに入

っていただくことになれば、そういうことも考えて、前の館は全部空くということになりますと、

あそこの管理については何か公募でもして指定管理をやるとか、それはもう可能なことでありま

すから、今後検討はさせていただきたいと思っております。 

○教育長（東  修一君）   

 継続的な活性化、そういうことについてのいろんな御意見であられたと思うんですけれども、

御案内のとおり、読書というのは、非常に今読書離れが起きておりまして、国、県のほうでも、

４月２３日をふみの日というふうにして、読書活動を盛んに進めております。 

そういうことを踏まえながら、私どもも町内にあります図書室等と連携をとりながら、活性化

するような形でやっていきたいというふうに思っております。 

 一番の問題は、今システム化等もできるようになりますので、そういうことを生かしながら、

元気な声があの地から出るような形で、子どもたちの元気というのがやっぱり地域の活性化につ

ながろうというふうに思っておりますので、あの地域の子どもたちばかりでなくて、いわゆる学

齢期に達する前の子どもたちを、全町内、あるいは町外からも呼び起こせるような、いわゆる読

書でイベントを起こすというのはあれですけれども、実質読書が進むようないろんなことを検討

をしながら進めていきたいというふうに思っております。 

○平田  昇議員   

 この事業に町内から声が出ております。町はこのような国の政策に便乗して進んでよいのか、

という不安の声です。現に、国の借金はますます膨らんでいるではないかと。例えば、マニフェ

ストにあった児童手当に対して、財源不足だという大臣の説明。町長は、こうした財政の厳しい

国政上の実態に対して我が町は、もちろん我が町の財政に対しても、行革で当たると言われた。

正しい、全く正しい。しかし、その行革の前提となるものは何か。全町民が危機感を持つことで

はないのか。 

 私にも、いろいろなところから不安の声が届きます。庁舎内にも多々その声があります。そう

いう声に対して私は言うのです。皆で寄り合って意見交換をしなさい。時に町長に出席してもら

って意見を聞きなさい。しかし、その機会がないとのこと。ぜひこの意見交換を設けてほしい。

もちろん町民の方も加わって進める。つまり、我が町は今どんな状態なのか。皆が足元を見つめ、

そして危機を実感として受け取る。これこそが、行革への原点になるのではないか。 

 補正予算に関連する質疑とはなりましたが、答えをいただきたい。 

○町長（日髙 政勝君）   

 今回の補正予算の原資というのは、国の新たな借金でこの交付金が来ているわけでありません、

今回の場合ですね。これは国の剰余金とかそういうものを使っての原資になっておりますので、

従来の国債を発行していわゆる国債が累増する、そういう内容の原資ではありませんので、そこ
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は御理解をいただきたいと思っております。 

 それでこれを活用する、これについてはもちろん財政規模そのものは膨れますけども、国の剰

余金の活用した交付金によって、うまくこの地域の経済を活性化すると、こういうことでありま

すから。これを使わなかったら、結局もう自前の税金でこれだけの事業をしなければならないと

なると、かえって町のほうが借金をしなければならないことになりますので、うまく活用したほ

うが、より地域のためにはなると。 

 我々の、例えば今これで２億８,８００万円ぐらいの事業費になっておりますけども、ほとんど

国の財源を使っていますから、ほとんど自前の町税とか使う必要ないわけです。当然これやると

なると、一般財源も使ってやるとなると借金をしなければならないということになりますから、

必要に迫られた事業を拾い上げて、いつかはしなければならない事業でありますから、これを繰

り上げた形で今回の補正予算の中で国の交付金を使ってやるわけでありますから、そこは十分御

理解をいただきたいと思います。 

 そしてまた、町の財政については、今、一般会計の補正予算を見ていただければお判りのとお

り、例えば起債の累計額についても、平成２０年度末２００億円を超えておりましたけども、こ

の２２年度末については１８０億円、いわゆるもう２０億円ぐらい毎年減じてきております、こ

こ１、２年。また一方では、財政調整基金、あるいは減債基金、あるいは庁舎建設基金、すべて

基金を増額をしてきております、貯金を。 

 したがって、財政そのものについては、依然としますと厳しい中ではありますけど、好転をし

ている。この事実は、やっぱりいろんな機会でまた説明をしていきたいと思っております。広報

紙でもそのことについてはもうお知らせをしてございますけども、ただなかなか数字を見たばっ

かりでは判りづらいところがありますので、いろんな機会を通じてその辺は説明はしていきたい

と思うところでございます。 

○平田  昇議員   

 こういった意見交換の中で町長が出ていって、皆さんの不安はこういうところにあるが、実は

こうなんだと、それをしてくださいと言っているんです。そして理解させなさい。そうしてこそ

財政危機を乗り越える、我が町が前進していく、行革をする原点になると、これを言いたいわけ

です。御理解いただきたい。 

○町長（日髙 政勝君）   

 直接いろんな人に、私は出て説明をいたしますので。今までもしてきたつもりでおりますが、

いろんな役員会とかあるいは町民のいろんな会議によっては直接行っておりますので、説明をし

ていきます。これからもやっていきます。 

○岩元 涼一議員   

 先ほどから話題になっておりますこの子ども図書館の件についてお伺いをいたしたいと思いま

すが、町長の子ども、この読書等に関する思い入れというものは、ひしひしと伝わってくるとこ

ろがありますが、しかしながら、どうもこの１,２００万円ぐらいかけてやる事業の割には、効果

が期待されるとか、目新しいとか、別にないとか、どうも裏づけとなるようなところが、ちょっ

と伝わってこないような気がするところでございます。 

 利用率等につきましては、先ほどから何も出ていないわけですが、薩摩の図書室のほうが前年

で２,８５６人ですか。それで、これを例えば１.５倍にするとか、２倍にするとか、その具体的

な利用の数字というか、そういうものを示してしないと、どうもただ空きスペースを今回のこの

交付金事業で使えるようにするという、そこ辺しか伝わってこない気がいたします。 

 そこで、先ほど教育委員会のほうに、利用の仕方については投げかけたような答弁をされまし
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たけれども、今回、教育長はその活性化するために策を講じていきたいとおっしゃいましたが、 

今から当然頑張っていかれるでしょうけれども、目標というか、そういう具体的な数字というか、

そういうのを示す根拠というものはないのかどうか、そこら辺についてお伺いいたします。 

○社会教育課長（岩元 義治君）   

 子ども図書館を整備したあとに、どのくらいの利用を考えているのか、考えられるのかという

ようなことになるというふうに思います。 

ある程度、実際はどんくらい利用になるか、非常につかむのは難しい面がありますけれども、

今の段階で私どもが利用率として考えておりますのが、冒頭申し上げましたように、薩摩の図書

室が鶴田と人口規模的には大体同でありながらかなり低いというようなことがありました。 

それで、市町村の合併当時の協議の中でも、あの図書室を今の庁舎の前あたりに降ろしたらと

いうような協議もあったということです。それは、利用率の関係からそういう協議もあったんじ

ゃないかと思いますが、そういう中で、今回通常の図書室を下に降ろす中で、利用が庁舎を利用

される方とか、学校のちょうど正門前にもなりますので、この面でかなり利用が上がるだろうと

いうような考えも持っております。 

 目標としましては、今の鶴田のちょうど半分にならないぐらいですので、今の大体、通常図書

部分で、先ほど言われましたけど、ちょうど１.５倍ぐらいを考えております。今、２,８５６人

ですけど、実際これを５０％増を見ておりまして４,２８４人ということで、１千４、５百人ぐら

いは通常図書部分で増やしたいなというようなことで考えております。 

 それと当然、子ども図書館として子どものコーナーを増設しますので、この利用が当然増えて

くるだろうということで考えておりまして、当然そこにはいろんな仕掛けも必要になってくるわ

けですが、この部分について一応は年間３,０００人ぐらいは利用があるだろうというふうに考え

ておりまして、トータルでは現在の２,８５６人から７,３００人程度の利用ということで、内部

の資料としては考えているところでございます。 

 そこには当然いろいろ、つくったあとにもいろいろ読み聞かせの教室とか、そういう事業的な

ものも必要になってくるんじゃないかと思っております。 

現在におきましても、お話しの部屋であったり、特にブックスタート事業を始めまして、これ

の輪を広げていきたいと、そういう、またそれの拠点となるような施設も必要になってくるとい

うふうに思っておりますので、社会教育課といたしましては、そういう面でいろいろ活用しなが

ら、利用の向上に努めていきたいというふうに考えているところです。 

○岩元 涼一議員   

 利用率については、ただいま７,３００人ほどを見込んでいるという、これはまた３,０００人か

らしますと倍以上、大変な数字を見込んでおられるので、教育委員会としても大変な作業がこれ

から待ち受けているのかなという気がしますが、それに伴いまして当然、今後はまた別な予算と

いいますか、それに運営に対する予算というのもまた当然出てくるかと思いますが、そこについ

ては先ほど町長の思いの中でおっしゃいました子どもたちを育てていくためには、これはもう一

種の先行投資という意味もありますから、その点については今後の進め方次第でしょうけれども。 

 １つは、旧の薩摩の公民館にあります図書室を残しながらということになりますと、どうして

も見た感じ４つ目の図書室を整備するという形に当然見えてきます。町民の方々もそういうふう

なとらえ方をされると思うんです。そうなってくると、合併時点で競合する似たような施設とい

うものがあって、これをどうして整理統合していくかという行革の話を一方でしながら、一方で

は新しいやつをつくっていくと。 

 それはもう、先ほどおっしゃいましたように、そういう思いがある町長のマニフェストの中に
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うたってあるからそれをやっていくんだという強い思いがありますから、そこを理解しないわけ

ではありませんけれども、どうしても普通見られれば、３つあるのを４つに増やすという感じに

とれてしまうもんですから、そこら辺に対する町民の皆さんから問いかけがあった場合、どのよ

うな説明を町長はされるか、そこら辺についてちょっとお伺いいたします。 

○教育長（東  修一君）   

 今の議員のほうからのあれになりますと、４つじゃなくて、さつま町の今、上にある図書室も

一緒に下のほうに降ろして、そしてあそこを全体として、図書館として整備をするということで

ございまして、実質は３つになるわけですが、将来的にはこれほどの大きな町でございますので、

図書館みたいなものができないものか、今後検討はしていきたいと思ってるんですけれども。 

子ども図書館としましては、向こうにピシッとつくりまして、そのようなふうにしておりまし

て、今のところは数を今回、旧薩摩町の図書室に子ども図書館をくっつける形でございますので、

数そのものは３つということで数えられるというふうに考えております。 

○岩元 涼一議員   

 先に説明が、薩摩地区で町長も出席して説明が、この点について区長さん方を集めて説明があ

ったんですが、そのときに、私の理解が足りなかったのか、下のほうに子ども図書館を整備した

いと。そして、今あるところは学習とかそういう専門的な図書というか、そこにしたいというよ

うな説明を受けたもんですから、私があえて４つ目の図書室ということを申し上げたわけです。

今の教育長の答弁からいきますと、もう上の図書室は全部なくするということですよね。それで

いいんですよね。 

○議長（中尾 正男議員）   

 いや、さっきの答弁では違いますよ。ちょっとやっぱ学習するところを残すと。 

○岩元 涼一議員   

 いや、私は図書室と言うんだけど、とらえ方の違いでそういうふうになるから、ちょっといい

ですか。 

○議長（中尾 正男議員）   

 そこんとこ、どうなのか。教育長。 

○教育長（東  修一君）   

 図書室のあとを静かな場所でございますので、中学生が勉強をしたいとか、そういうところで

あればそういう形で開放をしたいと。そういう学習室に開放を、もし必要があればしたいと、そ

ういう説明でございました。（「いいですか議長。」と発言する者あり） 

○議長（中尾 正男議員）   

 ４回目ですが、いいです。岩元議員。 

○岩元 涼一議員   

 先ほどは補足の答弁ということで、３回目の質問です。 

 学習室という形で活用を考えておられるということで、たしかあのときにはまだ図書を残すと

いうようなちょっと私は、そういうニュアンスで受けたものですから、４つ目の図書室という形

で表現したわけでございます。 

 先ほど言いましたように、どうしても新しい図書館を、３つ目の図書室になりますけれども、

そこをつくっていくためには、町民の皆さんの理解も当然得られていかないといけない。それで、

１月２１日でしたか、全協の時点でこういう話が突然出てきたような感じでございますので、先

ほどからもありますように、町長いろいろな機会をとらえてまた説明をされませんといけません

し、それと私が利用率の人数とかもお聞きしましたのは、やはり１年後とか２年後とか、そうい
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うところで検証をしなければならない時期が当然出てくると思いますので、そのための数字を、

利用率の見込みというものをお伺いしたということで、御理解いただきたい。終わります。 

○教育長（東  修一君）   

 説明不足であれですが、トータル的には町の読書活動推進協議会というのを先ほど町長のほう

からもございましたが、仮称でございますけれども、今ばらばら進めている関係がございますの

で、学校のこの読書も含めながら、全体的に読書の活動推進協議会というのを起こしまして、新

たにそういうのをつくりまして、トータル的な読書活動を含めて検討を進めて、そしてこの子ど

も図書館も含めながら活性化を図ってまいりたいと考えております。 

○平八重 光輝議員   

 少し話題を変えまして、無線システムの普及支援事業についてお尋ねいたします。 

 永野地区の地上デジタルテレビの受信施設ということですが、２,７００万円という結構高額の

金額を計上してありますけれども、これは個人的な負担はあるものなのかどうか。あるとすれば、

どれぐらいあるものかお尋ねいたします。 

○企画課長（湯下 吉郎君）   

 ただいまこの難視聴対策の関係で、個人負担の関係でございますが、実質的には７,０００円と

いうことになっております。その内訳を申しますと、この総事業費が全体で３,５００万円ほど予

定しておりまして、国庫補助金がこの総務省の無線システム補助金要綱により２分の１というこ

とで１,７５０万円。その残りを自治体助成ということで９９０万３,０００円。 

先ほど財政課長の説明にありましたように、このうち９９０万円を過疎債で充当するというこ

とになります。残りの金額につきましては、ＮＨＫの助成ということで、組合負担額のうち１戸当た

り７,０００円を超える額は上限を１０万円として助成をしますので、これを７１戸ですから７１０万

円助成をするということで、実質的には７,０００円の自己負担になるということでございます。 

○平八重 光輝議員   

 ７月にデジタル化されるわけですけれども、携帯電話等はデジタル化が始まりましてもアナロ

グも使えて両方使えたわけですけれども、今度のテレビはもう一発でアナログは使えなくなるわ

けです。このアンテナをつけましても、即テレビでデジタルが見れるかというたら、今のデジタ

ルチューナーのついたテレビならいいですが、ついていないテレビは全く見えなくなります。 

そうした場合に、テレビを替えるか、あるいはチューナーを取りつけなければもう見れなくな

ります。７,０００円プラスまた何万円かのお金も要るか、チューナー代の、まあ安くなって

５,０００円以下でありますけれども、そういうお金が要るわけです。 

 住民税等の非課税の方には、国が今５,０００円相当のチューナーを送りますという話がありま

して、新聞等に出ております。 

私は総務省と交渉したんですけれども、送っただけではだめですよと、８０、９０の高齢者の

方に送って、電話で説明しますと言われましたけれども、電話で説明しても取りつけることはで

きませんよと、あなたの親御さんはおいくつですかと聞いたら怒られましたけれども、私の親は

９３ですけれども、私の親に送ってもらって、仮に送ってもらって電話で説明して、つけること

は全くできません。そういう方の面倒を見ていただきたいということで、今交渉をしております

けれども。 

もしそういう話は次の会議で出しますという返事はいただきましたけれども、そういうのがな

い場合は、町としてはどういうふうにお考えなのかをお聞きいたします。 

○企画課長（湯下 吉郎君）   

 具体的な設置の方法につきましては、国のほうも各個店の電気店の協力をいただきながら設置
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をしたいという話でございますが、町としましても、１２月議会で町長が申されましたように、

個別の難視の地域がどれぐらいあるのか、それからまた地デジに移行している世帯が何世帯ある

のかということで、１月に実施してつい先日回収をしておりますから、波状的にそのまだ地デジ

を見てない方がテレビを替えなければいけない方なのか、それともかえても映らないところなの

かということを、また町としても波状的な追跡調査をしながら対策を打っていくということにし

ております。 

 今言われました個別の案件つきましては、平八重議員が何回となく総務省にかけ合っていただ

いておりますので、まだその結果については具体的に聴いておりません。先ほど言いましたよう

に、想像されるところでは個店の協力を得ながら、その対策を実施していくんだろうと思います

ので、また分かり次第報告をいたします。 

○新改 幸一議員   

 まず１点は、この公共施設の地デジ化のテレビの買い替えなんですが、８００万円という予算

でございますから、相当な台数だと思うですが、地元のそれぞれの取扱店がたくさんございます。

地元の業者にぜひそういう関係の仕事をさせていただくように要請をしておきたいと思います。

１点です。 

 あと１点は、町長から出ましたように、いろいろ将来せないかんという一つの事業でこうして

上げて、国から剰余金の中でのありがたいお金が来たということの説明でございましたが。 

私はちょっと勉強不足なんですが、我が町、過去からいきますと、高校が合併いたしまして、

宮之城高校が薩摩中央に一緒になりました。そして、宮中が宮高跡に行きました。我が町は今、

一つの大きな旧宮中跡の解体というのに相当なお金が要るということをずっと聞いてきているわ

けですが、そういうふうな、こういう事業には通らんかったものなのでしょうか。そこらあたり

をちょっとお伺いいたします。 

○財政課長（下市 真義君）   

 この交付金の要望がまいりまして、各課から要望を、当初時点では９億円ぐらい確かまいった

と思うんですが、その中に一応含まれておりませんでした。 

 事業全体でいけば、恐らく解体費も対象になるかとは思うんですけれども、前にも一遍説明申

し上げたかもしれませんけれども、１億円を超える解体費もかかるだろうと。そしてまた、跡地

の利用についても、今のところめどが立ってないということで、御承知のとおり、国から示され

た限度額は１億７,０００万円台ということで、今の時点でそういった解体費だけにあてれば、も

うほかの事業はできないということで、あとあとこういった交付金が、また額的にもたくさんの

額が内示を受ければ、そういった検討もできるかと思うですけれども、今回はこの交付金の中で

はちょっと、跡地利用の関係そういったのもありまして、検討には上がらなかったということで

ございます。 

○議長（中尾 正男議員）   

 テレビの購入先については、要望でしたけれども。 

○財政課長（下市 真義君）   

 それからもう１点でございました、今回、地デジ対策ということで、公共施設のテレビの買い

替えということで、総体では約９０台ぐらい考えております。学校、あるいは公民館、庁舎、そ

の他の町内の施設関係でございますが、前にも学校関係のいわゆる教育用のこういったテレビ、

あるいはまた観音滝そういった公共施設も一遍導入いたしましたけれども、そのときにもすべて

町内の電気店に全部とは申しませんけれども、ある程度の分配ができたと。町外の業者は入れて

おりません。 
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 それと、先ほど御説明申し上げました、ちょっと訂正をさせていただきます。この交付金につ

きましては、建設的なものと、建設的なものということで私の勉強不足でございました。解体費

は対象外ということで、訂正をさせていただきたいと思います。 

○新改 幸一議員   

 ただいまの説明でよく判りました。今、国も変わる、県も変わる、いろんなところがもう考え

方が変わっていかんないかんということをしょっちゅうマスコミ、テレビが、評論家の方々が言

っていらっしゃるようでございますけれども、そういう中で、やっぱりこうした一つの交付金の

流れの中に、我が町はさっきから言いますように、特例といいますか、そういう高校関係の再編

やらきて、こう流れがあるわけですから、そういう流れで町が、本当に解体等でお金が大変な額

が要るんだなというこういうところは、やっぱり県なり国なりで判ってくれて、こういう交付金

にも使ってもいいよというような流れをやっぱ運動せないかんとじゃないかなと感じたもんです

から、こういう質問をしましたけれども、ぜひ次の機会から、そういう中身を精査しながらまた

事業にのせていただければ大変ありがたいと思います。 

○桑園 憲一議員   

 １点だけお伺いします。１２ページなんですが、２款１項１目の総務管理費の中の社会福祉協

議会の人事交流負担金５万３,０００円が含まれておりますが、これについての内容をお知らせく

ださい。 

○総務課長（紺屋 一幸君）   

 社会福祉協議会と人事交流ということで２名の職員を受けておりまして、その部分にかかりま

す社会保険料の不足が生じましたので、その分の補正をさせていただきたいと思っておるところ

でございます。 

○麥田 博稔議員   

 ２、３点お伺いしたいと思います。 

 まず、先ほどのこの子ども図書館のことについてですが、基本的には私も賛成なんですよ。た

だ、有効利用となったときに、Ａの施設、改善センターとあるわけです。そして、Ｂの結局支所

を有効利用するために、ＡからＢに移すとＡをどうするのかといったら、先ほど学習の場という

ことでしたが、私も何十回も行ったわけじゃないですけれども、行ったときにあそこの図書室で

勉強をしている子を見たことは１回もありません。１人もないです。子どもはいました。幼児が。 

というのは、あそこは、前にも言いましたけれども、畳とかあって非常に子どもにするのには

さつま町では一番いい図書室だなというふうに思ってます。勉強をしてるのは屋地楽習館と鶴田

で２、３人見ただけ。屋地楽習館は常にいますね、冷房がきいてたり何だかんだすることで。 

ですから、改善センターの有効利用ということは、今後また大きな課題になってきますので、

その辺は重々今後考えないといけないと思うんですが、その辺をどのようにお考えなのか。 

 それから、子ども図書館のコンセプトが５つあって、子育て支援ということが５番目に書いて

あるんです、ここに。ただ、図書館の内容としましては、すべてが支援ですけれども、友達、家

族で交流ができる場、それで前にもちょっと言いましたが、鹿児島市のリボン館という、図書館

じゃないですけれども、子育て支援センターは、やっぱり育児相談とか、子ども一時預かりとか、

子育てに関する情報の発信とか、関係団体等との連携ということで、非常に中身が充実して、利

用されている方が多いと。 

 ですから、先ほどから、つくっても利用がないんじゃなかとありますけれども、確かに屋地楽

習館が今１万４,２３１人ですか、２１年。鶴田が６,１６１人で、薩摩が２,８５６人ですけれど

も、これが子どもたちがずっといくともう、屋地も多分減ってきますし、鶴田も多分何人かいら
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っしゃると思いますから、減ってくるから、その辺の対策というか。 

ただ、子どもたちがいなくなると、うるささがなくなるから、大人の方とか勉強する方にはい

いですからいいんですけれども。全体的に行革を進めていく中で、やっぱり利用と空いたところ

のあり方ですね。その辺を基本的にどう考えておられるのか。 

 それから、先ほどの説明において町長は、運営とか機能すれば量が増えるということでしたが、

地元の議員の方からあるように、現在のところの改善センターのところをもうちょっと改良して

使って、運営とかその辺を気をつければ、中身をもうちょっと充実すれば、そこでも十分いける

のではないかなという気がするんです。その辺はどのようにお考えなのかをお伺いします。 

 それから、財政のことでちょっとお伺いしたいんですが、財調に３,７００万円積むと。それで

この地域活性化で３,６００万円借金をするということですね。それで、片方では利子の軽減で繰

上償還をするということでありました。 

それでまた、１１０万円ぐらい１５年と１８年のやつをすれば、利息が１８８万円ですか軽減

されると。ですから、ぱっと私が考えるのには、この３,７００万円というのは３,６００万円の

借金をしなければ、その利息の分が減るんじゃないかなと思うんですけれども。まあ公園を売っ

て買った土地の残金ということで積むということですが、その辺の財政のからくりがどうなって

るのかということをお伺いしておきたいと思います。 

○社会教育課長（岩元 義治君）   

 現在、改善センターに図書室を置いてあるわけですが、これを移動した場合にそこの後をどう

いう活用をするかということになると思います。いろいろ議員が行かれたときは、そういう学習

している方はいなかったということですが、これまでの検討の中で、やはり夏休みとか長期休暇

のときに、やはりあそこで静かに勉強をしたいといことで、そういう中学生さん等がいらっしゃ

るということで、これの対応がやっぱり後々必要になるだろうなということで、いろいろ意見が

あった経緯があります。 

 そういうことから、そういう長期の休みのときとか集中的に勉強をされたい子どもさん等がい

らっしゃるというふうに思っておりますので、そういう方に静かに自主学習ができる場所を提供

していきたいということで、そこの活用として考えているところでございます。 

○財政課長（下市 真義君）   

 今回の補正予算の中に、今ありましたとおり財調の積み立て、また一方では起債を起こすとい

うことでございますが、議員からありましたとおり、この財調の財源につきましては、広瀬公園

の貴重な財産の売却の残ということで、これについてはひとまず財政調整基金に積んでまた有効

活用を図ろうと。また一方で、佐志小学校の関係で３,６４０万円起債を起こしておりますが、こ

れにつきましては、国の補正予算に伴う事業でございまして、その起債については補正予算債の

扱いということで、全部ではないんですが、１００％交付税算入がされるという起債もありまし

たものですから、また起債の性格からして、そういった公共的な建物というものもあります観点

で、一応ここにおいては起債を充当させていただいたということで、御理解いただきたいと思い

ます。 

○麥田 博稔議員   

 財政のほうは理解しました。あとで教育の起債なので補てんがあるということで、利息関係は

私のほうが思ったものですからお伺いしたんですが、この子ども図書館については、基本的には

非常にいいことで賛成なんですよ。ただ、やはり有効利用でこっちに移すと、上の改善センター

のほうがどうなのかということで。というのが、今でも、この前も福祉アドバイザーの会に行っ

たんですが、空調がきかない。その前の会のときもきかなかった。 

- 24 - 



 

それで、今度の予算も組んでない。これ財源がないというようなことだったんですが。行った

人はいろいろあるんです。ですから、そうして利用が少なくなっていくと、やはり町の財政とい

うのが厳しいから、いろんなそういう維持管理費が削られてくる。だから、その辺を考えたとき

に非常に。 

くどくなりますが、ＡをＢにして、Ｂをしたらこっちのほうが手間になると。ですから、今言

われた夏休み期間中にと言われますけれども、ほんの何人かですよ。 

結局、あそこは場所が不便なために、薩摩中学校の子どもも上に上がってこないんですね。下

があったら多分、あそこに学校がありますから寄ると思うんです。だから利用は確かに上がるで

しょう。ただ、残ったところの有効利用となったときに、施設としてどうつくっていくのか。あ

るいはもう下に図書館をしたから、上はつぶして廃棄にするとなると、これはまだ維持管理がい

ないからいいんですけれども、あれをそのまま残して下のほうにということが、ちょっとどうな

のかなと思います。 

 ただそれと、９千何人となりますと、量はですね、ちょっと読み方が、今のところでは非常に

大きくやらんと厳しいのかなと思いますけれども。その辺のもう一度、基本的な考えを伺いたい

と思います。時間がありません。最後にしますから。 

○教育長（東  修一君）   

 図書室のあり方につきましては、先ほどから申し上げますように、一方が立てば一方が立たな

いというようなことになりますといけませんので、先ほどから各会の人たちからまた意見を聞い

たりしながら、先ほど出ました町民の皆さんへの理解、啓発も図りながら、現状の維持を図りな

がら、そして子ども図書館、ここあたりを活性化するような形で、何とかやっていきたいと、そ

ういう努力をやっていきたいというふうに思っております。 

 施設の基本的な根本的な扱い方につきましては、現状をどうするかということで今、検討をし

ているわけでございますが、支所のほうをどう生かすかということも含めながら総体的に考えて、

まず支所も生かそうというようなことでやっておりますので、今後、後の活用につきましては、

また検討をさせていただきたいと思います。 

○議長（中尾 正男議員）   

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 質疑なしと認めます。 

 昼のお休みの時間に入りますが、会議を続けたいと思います。 

 次に、議案第２号に関する質疑を行います。質疑ありませんか。 

○麥田 博稔議員   

 ちょっと関連してですけれども、ここに基金の積み立てというのがありますからお伺いします

が、介護保険事業が非常に会計が厳しくて、この前先ほど言った福祉アドバイザーの会の中で、

係長のいろんな説明があった中で、今４,１００円の保険料なんですけれども、基金からも借り入

れをせないかんと。それで２４年度ですかね、２４年度からは概算ではっきりは言えないけど

６,０００円ぐらいに上げないかんというような話なんですが。 

 となりますと町長、やはりここは介護予防に来年度の予算をある程度つぎ込んで、そしてその

介護にかかる人を未然に防ぐ。この前、町民大会で健康宣言もされましたし、健康体操もですけ

れども。やはり全体的に町民の健康ということを時運を得た宣言だったと思うんですけれども、

やはり根本的にみんなでそこを考えないと大変なことになる。４,１００円を６,０００円となり
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ますと、１.５倍ということになりますから、また未納とか増えて、いろんな問題が出てくると思

うんですが。 

基本的な考え、その辺の財政的なことは、課長で結構です、そういうふうな感触なのか。それ

から、後のそういう対策等につきましては、町長に基本的な考えをちょっとお伺いしときたいと

思います。 

○町長（日髙 政勝君）   

 介護保険をめぐる環境とかいうのが、非常に先行きに厳しい面がございます。これはもう本町

に限らず全国そういう傾向にあるわけでございまして、国も既に介護保険料を上げざるを得ない

という方向もあるようでございますが、本当、高齢化率がどんどん進んでおりますし、そしてま

た、先々に対する不安といいますか、介護の認定を受ける方々も増えておりますし、そしてまた、

受け手、要支援の方がいろんな差別を受けられるというようなことでありますし、また一方では、

施設のグループホームにしろいろんな施設があちこちできて、それをまた利用される方が多くな

って、必然的に介護の給付というのが増えてくる現状がございます。 

 したがいまして、今期の計画では、来年度までありますけれども、次になったら恐らく、また

プランの見直しをしなければならないのかなと思っております。今ありましたようにかなりの額

の引き上げがやむを得ないところまで来るのかなと思っておりますが、そのためには、やっぱり

介護予防について、本当に努力をしていく必要があるのかなと思っております。 

 健康づくりのまちの推進のまちの宣言もいたしましたけれども、やはり町民全体が、自分のこ

とではありますけれども、もっともっと意識を高めながら、特定健診にいたしましても、やっぱ

６５％をもう早い期間に達成するような努力をお互いに意識をし、そしてまた、町民総ぐるみで

そういう取り組みをしていく必要があるかと思っております。そうしないと、もう全部が町民負

担ということも大きくなりますし、町の財政についてもかなりの負担になってくることは予測を

されます。 

 そういうことで、この辺の実情もいろんな機会に訴えをしながら、とにかく予防に力を入れて

いくことが大事じゃないかと思っているところでございます。 

 あとあと詳しい状況等については、また担当の課長からお伝えをさせていただきます。 

○介護保険課長（中村 慎一君）   

 福祉アドバイザーの会議の席で、介護予防係長のほうであいさつ、説明をする機会がございま

したので、この介護保険の運営への状況等についても説明をしていただいたところでございます。 

 昨年の２１年度の決算ベースでの説明になりますけれども、第４期介護保険計画は２１年度か

ら３カ年間で、事業量を７５億５,５００万円予定をしておりまして、これに対しまして保険料

４,１００円という金額を出して３カ年間運営をするということでなってきたところでございます。 

 ところが、２１年度につきましては３％の報酬改定がございましたので、特に５％を越えて６％

近い事業費の枠を延ばしたわけでございます。２１年度でいきましても、財源そのものが７,４００万

円ほど不足をしたといったようなことになります。計画に対する不足ということでございます。 

 ２２年度ベースでちょっと決算見込みがまだ立たないところでございますが、現在の状況でい

きますと、恐らく１億５,０００万円ぐらい財源が不足するというようなそういう状況になってき

ております。 

 実は、第３期計画が１８年から２０年まであったわけでございますが、この１８、１９という

ところでは、伸び率そのものが３％未満、２.何％で伸びてきたわけですけれども、急に金額その

ものが増えてきておりまして、そこの部分が計画に対しまして財源が足りないといったようなと

ころでございます。 
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 そういうことで、２２年度は積立基金を６,０００万円以上取り崩しをしまして運営をしてきて

おりますけれども、もう基金そのものも２,０００万円を切っておりますので、あと２３年度の事

業運営そのものが非常に見通しが立たないといったようなところでございまして、県からの借り

入れ等も視野に入れているところでございます。 

 そうしますと、鹿児島県そのものが第５期計画につきましては、もう５,０００円を超えるとい

うことで、はっきりと説明をしてきておりまして、さつま町におきましてどのぐらいの金額にな

るか判りませんが、恐らくそれを超えるような形での金額にならざるを得ないというのが現状で

ございます。 

 以上でございます。 

○麥田 博稔議員   

 今聞いて、非常に危機的な状況にあると思うんですが、やはりここは町長、今、笑い話になっ

たこともあるんですけれども、一生懸命畑とかで仕事をされてて、「そえん頑張っとだるっどち

いうたや、あしたデイサービスの日やっでやと言う人もおった」というような話も聞くんです。

ですから、それから認定が厳しくなって、要支援とか何とか、下が２ランクできたんですけれど

も、今やはり地域で健康づくりサロンとかいろんなことをされてますよね。これが大体月に１回

なんですよ。 

だから、そこに健康づくり推進員の方なんかに、ちょっと補助というか、支援をして、月に２回、

３回してもらってデイサービスに行く回数を１回でも減らしてもらう。それから、高齢者の方に、

こういう保険の状況ということを、前も財政のこともありましたけれども、やはりお知らせをし

て、いろいろな高齢者クラブの会とか何とかで教えて、そして先ほど町長も言われましたけれど

も、やっぱり町民総ぐるみであると。 

やっぱその辺をやっていかないと、どうしてもやはりデイサービスとか何とかで、１回行けば

１,０００円やっでやなあちいやっけど、１万円かかって９,０００円は総体的な保険料とあれで

負担になるわけですから。やはり町民の意識改革ですね。 

 それから５０年、６０年の計画になりますけれども、今度の子ども図書館なんかで、そこの副

町長の奥さんなんかが専門ですけれども、口腔衛生とかそういうところから来るというようなこ

ともいろんなデータも出てますので、子どものころからそういう健康に気をつけるとか、そうい

う学習システムをつくって、そして先ほど行われた健康宣言の町さつま町がやっぱり充実するた

めにやっていかにゃいかんと思いますけれども、ちょっともう一度町長に、今の健康推進なんか

の充実というか、何かその辺ができないものかどうかをお伺いしときたいと思います。 

○町長（日髙 政勝君）   

 この介護の関係については、確かに制度が定着をしてきたというんで、最初はなかなか認定を

受ける方も少なかったんですけれども、よっぽど介護度が高いとかそういう方でないとあれだっ

たんですが、もう今は、要支援の段階に行かれる方から周知をされまして、おもしろかぞとかい

うことで、かなり要支援の方が増えて、そういう形になっている。 

 介護の方は、もうそれだけの必要性になって必ずしも言えんと思うんですけども、おっしゃる

とおり要支援の方については、できるだけ地域のそういう活動を充実させながら、そういう場で

できたら本当にありがたいことだなと思っておりますので、その辺の制度の充実ということはま

た必要なことだと思っておりますので、アドバイザーなり民生委員なり、あるいはこの健康推進

員の皆さん方の地域での活動というのをさらにまた充実をしていく必要があるかなと思っており

ます。 

 それと、健康づくり推進の宣言をしました。これも、とにかく医療費の抑制ということもあり
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ますけれども、健康づくりについてもっとおっしゃるとおり子どもから年配に至るまで幅広い層

で、一緒になって町ぐるみでやっぱ健康づくりについては取り組んでいかないと、自分のことで

ありますし、また生涯幸せになって、この住みなれた地域で一生涯を過ごすということになりま

すと、一番大事な健康のことについて、さらにいろんな取り組み、食育の関係とかいろいろござ

いますので、幅広い中で取り組みをしていく必要があるかと思いますので、いろんな関係機関も

ございますので、一緒になってこの取り組みを推進をしていきたいと思うところでございます。 

○議長（中尾 正男議員）   

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっております議案２件は、会議規則第３９条第３項の規定に

よって委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 異議なしと認めます。よって、ただいまの議案２件は委員会付託を省略することに決定しまし

た。 

 これから順番に討論採決を行います。 

 まず、議案第１号について討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから本案を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第１号 平成２２年度さつま町一般会計補正予算（第

１０号）」は原案のとおり可決されました。 

 次は、議案第２号について討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 討論なしと認めます。 

 これから本案を採決します。 

 お諮りします。本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中尾 正男議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第２号 平成２２年度さつま町介護保険事業特別会計補

正予算（第３号）」は原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△閉  会   

○議長（中尾 正男議員）   
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 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 これをもって会議を閉じ、平成２３年第１回さつま町議会臨時会を閉会します。御苦労さまで

した。 

閉会時刻 午後０時１４分   
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